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聖書箇所：第１コリント　15章

【初代教会と現代の教会】 
　今回のコロナの事態を見ながら、初代教会と現代の教会も
同じような状況に置かれているのではないかと思うようにな
りました。初代教会では、個人的には、イエス様を信じてい
るだけで迫害に遭い殺される危険もありました。また、クリ
スチャンの集団という意味では、その迫害ゆえに教会も安心
して集まる事ができませんでした。 
　現代の教会も同じように思います。個人的には新型コロナ
ウイルスの故に死の恐怖にさらされています。また集団とし
ては、教会が安心して礼拝ができないと言う危機にさらされ
ています。 
　でも、今、この現状で私たちが救われる方法はありませ
ん。お金があるからコロナから救われるわけでもなく、有名
になったからコロナから救われる訳でもなく、また、クリス
チャンだから病気にならないという訳ではありません。世界
で多くのクリスチャンがこの病気で亡くなっています。 
　私たちは、今、このことを通して、何が本当の希望であ
り、救いであるかを確認しなければならない時期に来ていま
す。アメリカの有名なジョンパイパー牧師は、「今は世界が
キリストに気づく時だ」と語っています。



【福音とキリストの復活】 
15章1節～2節ではこのように始まっています。「信者の皆
さん。私が以前、あなたがたに伝えた福音を思い起こしても
らいたい。それは、あなたがたが受け入れ、それに立って今
日まで生きてきた福音である。また、もしあなたがたが、い
い加減な気持ちでそれを信じたのでないなら、その福音を固
く信じていれば必ず救われる。」ここでいう「福音」は「復
活」の事を意味しています。 
　これは、当時のコリント教会の信者に向けて語られた事で
す。当時のクリスチャンも復活については知ってはいまし
た。また信じていたでしょう。でも、パウロがここで、コリ
ント教会のみなさんに向けて、わざわざ復活について語った
のは、クリスチャンの一部に、復活を知ってはいても信じな
い人々がいました。当時の古代ローマやギリシヤ時代の習慣
に倣い、死後、生命は完全に消滅するか、地下の世界に永久
に閉じ込められると思っていたクリスチャンもいた訳です。 
　ですから、パウロはコリントのクリスチャンに対して2節
で「その福音を固く信じていれば必ず救われる」と語りまし
た。でも、裏返して見れば、「その福音(復活)を固く信じて
いなければ、救われない」ということになります。それほ
ど、復活は、クリスチャンにとって大切な事ですし、何にも
替えて譲れないものです。みなさんはいかがでしょうか。 
　



【復活の歴史性】 
　パウロは15章5節～11節の中で復活の歴史性についてはっ
きりと語っています。5節～6節には「そして、ペテロに現
れ、それから十二使徒に現れ、それから五百人以上の弟子た
ちにも同時に現れてくださった。その中の大多数の者は今も
尚生き残っており、」と書かれています。パウロの生きてい
た時代には、イエス様の復活を実際に見た人々が沢山いまし
た。実際に、面白いのは使徒になるための必須条件は、復活
したイエス様を直接見たり、出会った人という条件がついて
いました。実際、パウロもイエス様に出会わなければ使徒に
なりませんでした。 

【イエス・キリストの復活と私達クリスチャンの復活】 
　そして続いて、15章12～34節までは、イエス様が復活さ
れた事と私たちクリスチャンの信仰について述べています。 
復活を信じなければ、クリスチャンの人生は「でたらめ(14)
「むなしい(14)」「偽証した人生(15)」「盲信(17)」「罪の
中にいる(17)」「救われなかったことになる(18)」そして
「キリストを信じても、それがむなしい望みに過ぎないのな
ら、私達はあらゆる人の中で最も惨めな人間(19節)」と書か
れています。つまり、復活を信じていなければキリストの存
在を信じていても何の良いこともないという事です。逆に
言ってしまえば、クリスチャンの醍醐味というか、本来受け



べき希望があるとすれば、それは復活という事です。それ以
外に、クリスチャンが受けるべき本当の希望はありません。
もし、教会やクリスチャンの集まりで、「クリスチャンにな
れば豊かになれます」とか「病気になりません」という謳い
文句で人々を勧誘していたら、それはキリスト教の本質から
外れています。実際に、アメリカでは多くのクリスチャンが
コロナの故に死亡しています。若い子もそして高齢者も。彼
らももっと生きたかったと思います。また色々な経済的な豊
かさ、素晴らしい人生を歩みたかったと思います。でも、そ
のような事ができない事が人生にはあるという事です。これ
は、他人事ではありません。私たちにも将来起こり得る事で
す。これほど残念な人生はないと思います。19節が語るよう
に「キリストを信じても、それがむなしい望みに過ぎないの
なら、私たちはあらゆる人々の中で最も惨めだ」というのは
確かな言葉です。 

【他の希望】 
　でも、20節にはこのように語っています。「しかし、キリ
ストは確かに死人の中から復活され、キリストを信じる者た
ちもやがて復活するという大きな希望が与えられた」と書か
れています。新改訳ではこのように書かれています。「今や
キリストは眠った者の初穂として、死者の中から甦られまし
た」ずいぶん、ニュアンスが違いますが、この初穂という言
葉はギリシア語で「アパルゲ」といいます。これは、農業で 



使う言葉で、作物の特徴や性質を表す標本という意味です。 
この植物がどんな特徴があるのか、どのような性質を持った
植物なのか、それを最初に表す標本という意味です。 
イエス様が初穂となられたというのは、つまり、イエス様が
復活されのは、復活がどのような特徴があるのか、どのよう
な性質があるのかを示してくださったという事です。という
ことはどういう事でしょうか。イエス様だけでなく、イエス
様を信じる、イエス様に続く私たちにも復活はあるという事
です。イエス様がその先例となってくださいました。日本人
は特に、前例が大好きです。日本人にはぴったりの聖句で
す。イエス様が前例になって下さいました。ですから、イエ
ス様に続く人たちは、前例に習って復活の喜びを味わうので
す。 
　それを創造主訳聖書では「キリストは確かに死人の中から
復活され、キリストを信じる者たちもやがて復活するという
大きな希望が与えられた」」と語っています。 

【どのような体に】 
　では、どのような体に復活するのでしょうか。これは当時
のコリント教会の人々にも疑問でした。ですから、15章35
節には「死んだものがどのようにして復活するのか。どのよ
うな体に復活するのか」と質問しています。そして36節で
は、種を用いてそれについて語っています。「植物でも、種
をまけば、それは違った形になって芽を出してくるではな



いか。」と語っています。これはどう意味でどういうつなが
りがあるのでしょうか。それは、種が地に巻かれるといつか
はその形が無くなります。でもその後、何が起こるでしょう
か。種のままではなく、芽として命を引き継いでいきます。
土の撒かれた種は形が無くなって終わりではないんです。芽
という形で新しい命を引き継いていくんです。42節です。
「死人の復活もこれと同じである。朽ちゆく体でこの世に生
まれ、朽ちない体に復活させられ、つまらない肉体でこの世
に生まれ、栄光の体に復活させられ、痛めつけられやすい肉
体でこの世に生まれ、痛むことのない強い体に復活させら
れ」とあります。46節「最初に人間は肉体を持ってこの世に
生まれてきたが、霊的体は復活後に与えられるものである」 
そして、51節には結論が書かれています。「私たちクリス
チャンは、死んでそれでおしまいではない。やがて栄光の体
に変えられる」 

【ロニーハンプトン牧師の最期】 
　今、全世界は新型コロナウイルスの故に、死の恐怖にさら
されています。しかしその死の恐怖は、死という現実を前に
して、お金も役に立たない事、どんなに有名になっても役に
立たない事を現し始めています。4月2日、新型コロナウイル
スの診断を受けて１日も立たず天に召されたロニー・ハンプ
トン牧師は彼のSNSでこのような言葉を残しています。「」 



「今、流行しているウイルスを見てみろ。このウイルスのせ
いで全てのものがストップさせられている。クリスチャンの
繋がりを断ち切ろうとしている。交わりが出来ず、お互いを
愛する事が出来なくなってきている。でも、一つ覚えておこ
う。どんな病気であり、死は死だ。でも、その中でも創造主
はいつも弱い人と一緒である。恐れにとらわれる必要はな
い。こんな時こそ、自分が創造主と離れないようにしなけれ
ばいけない。コロナウイルスのせいで、主を褒め称える事を
やめてはいけない」 

【明日は分からないけれど】 
　誰にも明日は分かりません。来週も礼拝ができるかどうか
分かりません。でも、一つだけ言えることは、私たちには復
活の希望があるという事です。どんな状況になっても、例え
死の淵に渡される事があっても、それが私たちの感謝です。
イエス様を通して示された私たちの復活です。「私たちに勝
利を与えてくださった創造主に、どんなに感謝したら良いだ
ろうか。(15章57節)」


